
 

 

令和５年度 土方（上土方）地区集会 自由テーマ 

                                  

 自由テーマ 

  

 増加する荒れ地の管理について 

             

 テーマ選定理由 

 

 高齢化により農業をやめ放置してある田・茶畑などが増加している。 

 また、管理できなくて業者に依頼しても採算が合わないと拒否され、むしろ業者は農家

からの依頼されている田んぼ等も縮小している状況とのこと。 

 民家にしても然り、一人暮らしの高齢者が施設に入り空き家になって屋敷が管理できな

い民家もここ最近目立っています。今後更に増えていくものと予測されます。 

 そういった事により野生動物の繁殖、災害時等の障害も発生し、今後、区民の生活が脅

かされると思います。 

 非常に大きな問題です。 

 具体的な提案等 

 

① 耕作放棄地の有効活用について、市の方針を教えてほしい。また、良い有効活用事

例があれば教えてほしい。 

 

② 空き家の管理について、所有者へのさらなる呼びかけをしてほしい。また空き家を

古民家として活用できるような移住促進のPR活動を検討してほしい。 

 

③ 耕作放棄地が荒れ地となってしまっている。草刈りなど土地の管理をシルバー人材

センターに依頼したいが、費用の一部を助成するような補助金制度の確立をしてほ

しい。 

 

④ 早期にラジコン草刈り機の実証、取入れをお願いしたい。 

 

 



 

 

令和５年度 土方（中土方）地区集会 自由テーマ 

                                  

 自由テーマ 

  

 学校再編計画「城東学園」について 

             

 テーマ選定理由 

 

 掛川市学校再編計画(案)の中で「城東学園」統合・再編に向けた検討会が2025年度にス

タートする予定になっています。 

 そこで、学校再編により想定されるメリットとデメリット、更に今後の課題としてどの

ようなことが挙げられているのかを把握することで地区の活動に活かしていきたいと考

えます。 

 具体的な提案等 

 

① 学校再編計画における今の状況を教えてほしい。 

 

② 東京女子医科大学掛川キャンパス跡地が有力な候補地と認識していますが如何で

しょうか。又、今後検討を進める際には、地域の意見をしっかりと取り入れて頂き

たい。 

 

③ 統廃合後の小学校跡地の活用について、市所有のまま、企業等に貸し出し利益を生み

、地域に還元することはできないか。 

 

 

 



 

 

令和５年度   下土方  地区集会 自由テーマ 

                                  

 自由テーマ 

  

 下土方区（小区３区）の今後の改革、運営についての問題点 

 大区３区の連携 まち協組織の継続に対する問題点 

             

 テーマ選定理由 

 

 下土方は小区３区（135軒、70軒、40軒）で構成しています。去年までは各区３人の役

員を選出し、９人の役員で運営していました。しかし、此処数年該当年齢者が揃っておら

ず苦慮しています。今年から７人編成に変更し、将来的には小区をブロック化し下土方区

主体で運営を考えていますが、役員任期が１年のため改革が進むかは不明です。小区機能

を廃止した場合の問題点等あれば、教えていただきたいと考えます。 

 

 大区３区での自主防災組織の交流等が無い中で、まち協組織を一体化しているため、細

かいところで意思疎通が不明の部分もあります。設立８年目ですが、各部会の事業選定、

部会の人選等考えなおす部分が多いと感じます。まち協の区民への周知度も低いです。 

 

 若い世代の区活動への理解関心が減っており、コロナを経てますます交流活動がなくな

っていくと感じています。 

 

 今後、高齢者増加～後継ぎ無～空き家問題、人口減少で区の存続問題等、何か手を打た

ないといけないと感じ、テーマにさせていただきました。 

 

 具体的な提案等 

 

① 区長会を基本とし、旧地区センター 現まち協への変更しています。役職が増える

ばかりで請け手が無く、役員選出に毎年苦慮する状態です。組織を１地区１本化す

るような考えは無いのでしょうか。 

 

② 土方地区は人の流れの少ない地域（商業、観光）だと感じます。小笠山・高天神等

の観光資源を有効活用してほしい。将来に向けて人の集まる地域になってほしいと

感じています。 

 

※すぐにどうこうできるテーマではありませんが、考えるべきことだと考えます。 

 

 

 


